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　アフガニスタンの仏教遺跡バーミヤンは、この谷の文化的景観と比類のな

い考古遺跡群によって、2003年７月、世界遺産として登録された。遺産のカ

テゴリーは、世界遺産条約において設定されているカテゴリー「遺跡」（site）

であり、同時に、条約履行のための作業指針の中で示されている登録基準�

の「有機的に進化した景観」として評価されたのである。

　バーミヤン遺跡と日本との関りは古く、そして長い。その歴史については

『アフガニスタンの仏教遺跡バーミヤン』（2001年、晶文社）ですでに書いた

が、タリバン政権によるバーミヤンの大仏爆破の前後から、私たちとバーミ

ヤンの新しい関係の歴史が始まった。

　タリバン政権の崩壊後、アフガニスタン復興のプログラムの不可欠で重要

な項目として、文化復興がかかげられた。2002年１月の東京会議の後、５月、

首都カーブルで「アフガニスタン文化遺産復興国際会議」が開催され、この

会議の席上で日本政府は、バーミヤンの文化遺産の保存と修復に関してユネ

スコ（国連教育科学文化機関）に資金を拠出する意向を表明した。こうして、
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バーミヤン遺跡の保存・修復の活

動は、基本的にこの「ユネスコ文

化遺産保存日本信託基金」によっ

て行うことになったのである。９

月、私は日本・ユネスコ合同ミッ

ションの一員として、保存計画策

定のため、現状調査すべく24年ぶ

りにバーミヤンを訪れた。

　この時から今日まで、すでに５

度バーミヤンを訪れ、保存・修復

のための基礎作業を実施した。そ

の間、幸運にも数々の新しい発見

の機会に恵れた。そして今、改め

て私は、バーミヤン遺跡が複層的

な文化構造を有するなお新しい発

見を待ちうける生ける遺跡である

ことを痛感している。

　発見は過去の遺産を未来へと引

き渡す。遺産は閉ざされた扉を開

く者がいなければ、引き継がれ活

用されない。以下の報告は、2003

年夏から始った日本ミッションの

《ドクメンタ・バーミヤーナ》の

序章である。

　カーブル博物館にはかつてガラ

ス板に挟まれた９葉の経典の断片

が展示されていた。バーミヤンの

仏教遺跡から発掘によって出土し

たものである。書体を異にしたサ

ンスクリット語の写本の破片であ

る。カーブル博物館が破壊された

のち、これらの経片の行方は知ら

れていない。

　1930年６月、フランス考古学調
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写真２　大仏不在の風景（2002年）

写真３　カーブル博物館に展示されたG洞発
見の経片
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査隊（ジャン・カール）はバーミヤンで、落下した岩石の下に埋没していた

１つの石窟の発掘を試みた。のちにＧ洞と名づけられる４メートル四方の小

さな石窟であったが、バーミヤンの他の諸洞とは違って壁画や塑像を多く残

したきわめて重要な洞であった。洞のまん中に方形基壇の仏塔を置き、入口

をつくる南面を除く、東西北の３面の壁の中央に塑像の坐仏を配し、天井は

スキンチアーチの上に円蓋をのせた仏堂であった。そして円蓋にはブルーに

塗られた 地 の上に、塑像と壁画が残されていた。しかし壁画は土を取り除か
ぢ

れ、外気に触れるとたちまち色彩が失われていった。今日ではフランス隊に

よって描かれた復元模写しか残されていない。この発掘のとき、仏塔と仏堂

の北壁との間から出土したのが「大量の経典写本」であった。

　発掘をしたフランス隊の隊長ジョゼフ・アッカンは報告書（『バーミヤン

の新しい考古調査』1933年、パリ）の中でつぎのようにしるしている。

　「仏塔の基壇の 縁 の部分の土を取り除いていたとき、大量の塑像の断片が
へり

姿を現わした。また仏塔の北面部と仏堂の側壁との間から、とりわけ雨水の

浸透が認められた場所からかなりの数のかたまった写本が見つかった。」ア

ッカンはさらにその後の処理についてもふれている。「われわれはこれらの

塊りのうちもっとも保存状態のよい数葉の経片をガラス板にはめ込むことに

成功した。それらはかなり大きなもので縦10センチ、横25センチほどあった。

アフガニスタン国王（当時）ナーディル・シャー陛下の承認をえて、これら

の経片はパリに送られた」と。

　謎が残る。カーブル博物館に展示されていた経片（写真３）が、このとき

写真４　Ｇ洞址　1930年にフランス隊が発掘



発見された経片の一部であることは間違いないが、アッカンのいうパリに送

られたものと同一のものかどうか、そしてなにより「かなりの数の写本」は

いったい今どこにあるのか、いずれ突きとめられなければならないだろう。

　バーミヤンのＧ洞で出土したこれらの経片は、やがて当時フランス・アジ

ア協会の会長であったシルヴァン・レヴィ（1926年から28年まで日仏会館の

館長でもあった）によって調査研究された。経片に使用されている文字の大

部分はブラーフミー（梵字）であったが、ごく稀にカローシュティー文字（セ

ム系のアラム文字から派生し、ブラーフミーの影響をうけ、ガンダーラ地方

で完成した文字）のものも混っていた。

　シルヴァン・レヴィはつぎのように書いている。「経片にみられる文字の

種類は、３、４世紀（クシャーナ・ブラーフミー）から７、８世紀（グプタ・

ブラーフミーの後期の文字）に渉るものである。インド固有の文字に加えて、

中央アジアに流布した書体、ホータン型とクチャ型の文字もあった。おそら

く洞中にあった経典は、さまざまな地方から集められた写本であるか、さま

ざまな国よりやって来た写経者の手になるものであったと考えられる。これ

らの経片で７、８世を下るものはなかった。また経片の大部分は教理（シャ

ーストラ）と論書（アビダルマ）に属するものであるが、正確にどの経のも

の、どの論のもの、と特定することは難しい。」しかし、その中には 大  衆  部 
だい しゅ ぶ

（マハーサーンギカ）の 律 （ヴィナヤ）に属する断片とはっきりと特定できる
りつ

ものもあったのである。

　630年、玄奘三蔵がバーミヤンを訪れたとき、ここには「伽藍が数十ヶ所あ

り、僧は数千人で、小乗の説出世部を学習している」と『大唐西域記』にし

るしている。そして、ここにはまた「摩訶僧祗部（大衆部）の学僧」がいた

と『大唐大慈恩寺三蔵法師傳』にしるされている。

　バーミヤンから出土した経片と玄奘の記録とがわずかながら交錯したので

ある。バーミヤンで花開いた仏教の内実を知りうるためには、もっと主題が

はっきりと特定できる連続する経片の出現がまたれてきたのである。とはい

え、Ｇ洞からの経片の出土は、バーミヤンにおける経典発見の可能性を充分

に裏づけるものであった。

　バーミヤン仏教遺跡の再調査は1960年代の初めから、1979年の旧ソ連軍の

アフガニスタン侵攻まで、壁画と石窟構造を中心にしておこなわれた。1968

年からはユネスコによるバーミヤンの東西２大仏とその周辺窟の保存修復の

事業が10年に渉っておこなわれた。しかし、石窟内外の発掘はおこなわれず、

また新たな経典類の発見もなかった。
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　1980年からの激動するアフガニスタンの政治的情況によっていっさいの学

術的活動は停止した。1990年代、内戦の激化とともに文化財の流出が目立つ

ようになった。「アフガニスタン文化財保護委員会」（通称スパチ）がナンシ

ー・デュプリーの提唱によって設置されたのも内戦のさなかであったが、そ

れはアフガニスタンからの文化財の流出が顕在化したからである。

　バーミヤンから盗掘された経典類の海外流出が噂にのぼったのは1995年以

降のことであった。その噂が事実として姿を現したのは意外なところからで

あった。日本とノルウェーに「バーミヤン出土」といわれる大量の経片があ

るというのである。日本へ流出したものは「平山郁夫画伯と富山県の林寺厳

州師によって入手された」という。もう一方の１万点以上にものぼる大量の

写本断簡類はノルウェーの実業家マーティン・スコイエン氏の手に渡り、仏

教大学の松田和信氏たちによって研究され、経片の「ローマ字転写、それに

基づく復元テキスト、対応する漢訳あるいはチベット語訳の資料、英訳とカ

ラー複写」等を収めた『スコイエン・コレクションの仏教写本』第１巻、第

２巻がすでに公刊されている（第１巻2000年、第２巻2002年）。本書第１巻の

序文を書いたオスロ大学のイェンツ・ブロールヴィック氏の言葉と松田和信

氏が『仏教大学総合研究所報』第19号に書かれた写本の出土にかかわる情報

をつなぎ合わせると、出土情況はおよそつぎのようになる。

　タリバンに追われてバーミヤン近隣の石窟に難民として住みついた人びと

によってこの大量の写本は発見されたのだという。その場所は「２体の大仏

で有名なバーミヤン渓谷北部の洞窟の中」であるという。その洞窟には入り

口が１つあり、「内部が数室に分れた洞窟で、そのうちの１室の奥まったとこ

ろに仏像が安置され、周囲に写本が散乱していた」のだという。「タリバンの

手から写本を救出しようとした現地の人びとは、ヒンドゥクシュを越え、ハ

イバル峠の北方へと運び出す途中、タリバンに追われ、写本はこのときいっ

そう破損を蒙った」というのである。

　発見から救出に至るプロセスは明らかに後からつくられた物語だろう。盗

掘品に「文化財難民」としての市民権を与えるため、 狡  猾 なバイヤーたちに
こう かつ

よって 捏  造 された物語であると私はにらんでいる。ただ、この情報の中にも
ねつ ぞう

いくつか事実をうかがわせるものがある。１つは、1990年代には多くの難民

がバーミヤンの石窟を住居にしていたことである。そしてこんにちでもその

状態は改善されておらず、私たちが2003年７月より開始した遺跡の保存作業

にも支障をきたしたことがある。ここで「バーミヤン渓谷北部の洞窟」とは

明らかに谷の北方に位置する現在のバーミヤン遺跡そのものを指すのであっ



て、さらにその奥といっているのではない。バーミヤン遺跡の東西には生活

窟はあるが、その奥には石窟の存在はほとんど認められないからである。

　また「入り口がひとつで内部が数室に分かれた洞窟」というのは、バーミ

ヤン石窟の構造の１つの特性を表わしている。機能を異にする数洞で１つの

伽藍を形成しているバーミヤン石窟の特徴をよく表現しているからである。

しかし、「仏像が安置され、周囲に写本が散乱していた」というのは嘘である。

仏像が安置されていた場所はどの洞にもあるが、それらの諸洞で調査のおよ

んでいないところはまずないといってよい。しかも写本が散乱していたので
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写真５　掘り起こされた床面

写真６　随説諸法経の一部（スコイエン・コレクション）



――― 245

あれば、かならず調査の折に収集されているからである。

　2002年10月、大仏爆破ののち、タリバン政権崩壊のあと、日本・ユネスコ

合同調査隊の一員としてバーミヤン遺跡の現状調査をした私たちは、坐仏を

安置した仏堂を中心としたいくつかの堂の床がことごとく掘り返されていた

のを目にした（写真５）。おそらくバーミヤンの仏教時代の終末時に床下に埋

蔵されたかもしれない経典の探索、盗掘がおこなわれたのであろう。写本の

救済というのは盗掘の動機をかくすため難民にかこつけての口実に過ぎない、

というのが私の憶測である。

写真７　石窟内の清掃作業

写真８　石窟内の清掃作業



　スコイエン・コレクションに加えられたアフガニスタン出土の仏教写本の

うち、バーミヤン出土と伝えられる断簡のすべてがバーミヤンのものだとは

断定しがたいが、いずれにせよ、写本の用紙には貝葉（椰子の葉）、樺皮（白

樺の樹皮）、動物の皮が使われ、使用文字もカローシュティー文字、クシャー

ナ文字、グプタ文字、ギルギット・バーミヤン第１型文字、同第２型文字の

５種が確認されているという。そして文字より判断される年代は２世紀から

７世紀に渉るという。シルヴァン・レヴィのＧ洞出土の写本の観察（『アジア

学報』1932年）とほぼ同じである。

　松田和信氏によれば、「コレクションの中で最も新しい写本は、７世紀頃の

ギルギット・バーミヤン第１型、および同第２型文字（わが国に伝えられた

 悉  曇 文字の原型）による写本である。その中には第１型文字による『摩訶僧
しっ たん

祗律』の樺皮写本断簡、さらに同じ書体による散文で因縁物語のついた『法

句経』の断簡、さらに『法華経』、『金剛般若経』、『薬師経』、『月上女経』、

『宝星陀羅尼経』、『仏名経』、『月燈三味経』なども認められた」（『仏教大学総

合研究所報』19号）という。もしこれらの写本がバーミヤン出土のものと確

定できれば、私たちはバーミヤン仏教の内奥にいま一歩踏みこむ手掛りをえ

たことになるだろう。

　2003年７月、私たちは2002年

10月の現状調査の結果に基づき、

石窟の緊急を要する保存のプロ

グラムを実行に移した。それは

まず第１に、内戦中と戦後の２

つの時期にバーミヤンでなされ

た破壊と略奪によってすべてが

失われようとしている壁画の保

護と、人びとのその後の出入り

によって床上に散乱して踏み潰

かれるままになっている壁片を

収集することであった。イタリ

ア隊によって補強修復が予定さ

れている東大仏の大仏龕の東側

壁の作業が始まるまえに、東大

仏の周辺窟の壁画片の収集と洞

内のクリーニングを終えておか
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写真９　最上部に見える窟が仏典の発見された
Ｆ窟
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ねばならなかった。私たちはバーミヤンの石窟群を有する３つの摩崖、38メ

ートルの東大仏を中心に刻む東方崖、バーミヤンにおける唯一の未調査石窟

群（Ｌ洞群）とＫ洞の名で知られる石窟のある中央崖、55メートルの大仏を

西端に刻む西方崖のうち、東方崖の諸窟に絞って作業をおこなった。

写真10　仏典が発見されたＭ洞
　　　　梯子を使っての作業 写真11　Ｍ洞内の天井に残る壁画

写真12　仏典の断片が発見されたＪ洞群



　壁片の収集を終え、窟内のクリーニングをしているとき、Ｆ洞とＭ洞で思

いもかけず経片を拾い出した。バーミヤンにおいて学術的調査の過程で経片

が発見されたのは1930年のアッカンらによるＧ洞での発見以来73年ぶりのこ

とである。しかも経片の発見された諸洞はいずれも東大仏の東方にあり、互

いに近接していることが注目される。

　ＦとＧはフランス考古学隊によって付された記号だが、Ｍは1969年の名古

屋大学の調査によって発見され付された記号である。ＧとＭは石窟の構造は

異なっているが独立洞であり、Ｆは３室よりなる集合洞である。共通してい
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写真13　土中にみえる仏典の断片（東京文化財研究所提供）

写真14　経片（同上）
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るところは３洞とも壁画を残していることである。

　今回Ｆ洞とＭ洞で発見された経片の文字は、松田和信氏の意見ではいずれ

もギルギット・バーミヤン第１型文字で７世紀のものであるという。存在す

る経片の文字だけから判断するとすれば、Ｆ洞とＭ洞はＧ洞とほぼ同じ時代、

７～８世紀を下限とする仏窟であったと思われる。Ｆ、Ｍ、Ｇのいずれの洞

にも涅槃図が描かれていることも注目される。

　残された壁画がこの年代を裏づけることができるか、またこれから予定さ

れている壁片の顔料、壁画の地をつくっている土の中に混入しているスサ

（麦藁）や動物の毛や 杣 などの分析の結果と照合するかどうか、バーミヤン遺
そま

跡の新しい研究の扉がいま開かれようとしている。また今回の発見で、壁画

を残していない数多くの石窟でも窟内のクリーニングによって経片が見つか

る可能性が大いにあることが判った。保存作業の進展とともに多岐に渉る新

たな課題も浮び上ってくるのである。こうした点からも、バーミヤン遺跡は

なお問題を生み出しつづけ、新しい意味を問いつづけ、さらなる調査・研究

を求める生ける文化遺産ということになろう。東西両大仏の建立年代とその

図像学的主題についても改めて問い直される時期がこよう。今回の小さな経

片の発見の意味はこれほどまでに大きいといえる。「細部にこそ神は宿り給

う」（ヴァールブルグの言葉）である。

　そしていずれ、スコイエン・コレクションの出所も私たちの手ではっきり

突きとめることができる日が来よう。

補記
　2004年12月10日、名古屋大学年代測定総合研究センターは、バーミヤン壁画の炭素14年代測定結

果を発表した。それによるとＦ洞は７世紀から８世紀、Ｍ洞はそれよりも古く５世紀から６世紀の

洞と測定された。


